
　御手洗聡部長（結核研究所抗酸菌部）が平成29年度日本結核病学会今村賞を，泉清彦研究員（結核研究所臨床・疫学部）が
平成29年度日本結核病学会研究奨励賞を受賞されました。お二方の受賞論文をご紹介いたします。

なお，御手洗部長は6月23日，第93回結核病学会総会で受賞記念講演を行いました。

平成29年度日本結核病学会今村賞 受賞
「三種病原体等に相当する結核菌（超多剤耐性結核菌）の同定検査に関する外部精度評価」

平成29年度日本結核病学会研究奨励賞 受賞
「結核接触者健診における社会ネットワーク分析の活用」

結核予防会結核研究所
抗酸菌部部長　御手洗　聡

結核予防会結核研究所　
臨床・疫学部疫学情報室　泉　清彦

　超多剤耐性結核菌とはイソニアジドとリファンピシンの両剤
に耐性を有しており，かつ注射剤（カナマイシン，アミカシ
ン，カプレオマイシンの何れか）及びフルオロキノロン剤（レ
ボフロキサシン等）にも耐性を持っている結核菌を指す用語
であり，英語ではExtensively�drug-resistant�Mycobacterium�
tuberculosis�(XDR-TB)と表記する。これは感染症法で三種病原
体等に指定されているが，その同定精度を評価した研究はない。
これを明らかにするため，日本結核病学会抗酸菌検査法検討委
員会による論文「日本における結核菌薬剤感受性試験外部精度
評価の評価基準に関する解析」（結核�2015;�90:�480–490.� [Mitarai�
S�as�correspondent]）によって定式化された方法に従ってイソ
ニアジド，リファンピシン，カナマイシン及びレボフロキサシ
ンに関する薬剤感受性試験の外部精度評価を行った。なお，対
象薬剤としてはストレプトマイシンとエタンブトールも含めた。
　被験菌として各々の対象薬剤に対する感受性試験結果が既知
（Supra-National�Reference�Laboratory�Network内で80%以上の
一致率を示した株）の結核菌10株を使用した。研究参加施設は
病院検査室67，検査センター 16，地方衛生研究所5の計88施設
であった。2施設が複数の結果を提出したため，解析対象数を
計90とした。
　日本国内では注射剤はカナマイシンしか薬剤感受性基準が無
く，フルオロキノロン剤として承認されているのはレボフロ
キサシンのみである。従って，イソニアジド，リファンピシ
ン，カナマイシン及びレボフロキサシンの4剤に耐性の結核菌
がXDR-TBとなる。表1に全施設の結果の一部を示した。イソ

　結核患者発見のための積極的疫学調査において，感染経路及
び感染場所の特定は最も重要であり，同時に困難なテーマの一
つである。それは，個人と個人の関係性の把握が困難なこと，
保健所職員の経験や技量に依存していること，接触者健診対象
者の選定基準や収集する情報内容が一様ではないことなどに起
因している。今後，結核低まん延化を迎えるわが国において，
結核接触者健診の経験が保健所内で蓄積されにくい状況になる
ことが予想され，経験のみに依存しない手法の開発が求められ
ている。
　近年，結核患者の疫学調査において，対象者間の関係性を定
量化・視覚化する手法である社会ネットワーク分析（SNA）が

ニアジド及びリファンピシンの感度と特異度が95％以上であ
ることを条件とした場合の多剤耐性結核菌の同定精度は92.2%�
(83/90)であったが，カナマイシンとレボフロキサシンに同じ基
準を適用した場合，XDR-TBの同定精度は79.7%�(63/79)であっ
た。
　79.7%という数字は法律上定義されている特定病原体等の同
定精度としては必ずしも高いとは言えず，2016年4月から施行
されている外部精度評価に関する法律との関連から考慮すれ
ば，国は適正な精度保証活動を実施して特定病原体管理の実効
性を担保すべきであると考えられた。

注目され，「接触者健診の手引き」にもその応用可能性が示さ
れている。本論文では，結核接触者健診におけるSNA�の有用
性を実地の情報を用いて検証し，利点，課題などを整理し検討
した。
　その結果，SNAで算出される各接触者の初発結核患者との接
触時間の推定値が，①優先的対象者の選定，②IGRA判定保留
者への対応，③健診対象者の拡大の検討等に有用である点，更
に，④SNAは情報を視覚化し関係者間のコミュニケーション
のツールとして活用できることなどが明らかとなった。
　本論文が，結核対策の一助となることを祈念いたします。

表 1　標準判定と参加施設の判定一致率

INH: イソニアジド , RIF: リファンピシン , STR: ストレプトマイシン , 
EMB: エタンブトール , LVFX: レボフロキサシン , KM: カナマイシン
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